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要約 

 

 近年、全国各地で様々な規模の音楽フェスティバルが開催されている。本研究は、これま

でにそのようなローカルな音楽フェスティバルの主催者側の研究が少ないことに注目し、

音楽フェスティバルの主催者が開催するに至るまでの経緯、地域の中で行われるローカル

フェスの新たな役割、そして音楽フェスと行政との支援の在り方について調査した。鹿児島

で開催されているローカルな音楽フェスティバル、Xフェスティバルを調査対象とし、鹿児

島県だけでなく、音楽が産業化した街である福岡市の行政支援についても調査した。 

 第 1 章では、以上で述べた本研究の背景と目的について述べている。 

 第 2 章では、音楽フェスティバルの定義、日本においての音楽フェスティバルの変遷に

ついて先行研究を整理した。その結果、特に大型フェスの参加者側に注目した研究は多くあ

るものの、主催者側に注目した研究は少ないことが分かった。 

 第 3 章では、調査方法の概要と、調査対象である X フェスティバルの概要について述べ

た。 

 第 4 章では、そのローカルな音楽フェスティバル X フェスティバルの主催者であるＡ氏

の聞き取り調査の分析・考察を行った。主催者である A氏が主催者となるまでの経緯と、そ

の音楽フェスティバルの特徴、困難について調査したが、A氏がそのローカルな音楽フェス

ティバルを開催するまでの経緯には、大型フェスへの違和感と、東日本大震災の発生による

意識変化が大きいことが分かった。また、A氏の主催する音楽フェスティバルの特徴として

徹底したローカル主体のフェスであることがわかった。そして、繋がりが深いからこその困

難もあった。 

 第 5 章では鹿児島県における音楽フェスティバルと行政の支援の在り方について調査し

た。その結果、鹿児島県においては音楽フェスティバルを文化担当部署が助成金を出すなど

して支援しており、近年大型フェスが増えたこともあり、音楽フェスに観光としての目も向

けられつつあることが分かった。 

 第 6 章では、福岡市における音楽産業化の流れについて整理し、音楽フェスティバルへ

の行政の支援の在り方について調査した。その結果、福岡市においては音楽フェスティバル

への支援を主にコンテンツ産業振興課が行い、音楽フェスティバルの広報支援をしてさら

に街の魅力を発信することに取り組んでいることが分かった。第 7 章では、以上を受けて、

最後にローカルな音楽フェスの新たな役割と、行政の支援の在り方について述べた。 
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